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注1)三宮 (2004)は コミュニケーションに対するメタ認知の構成要素を以下のように整理している。
メタ認知
No.2 (2005) 
.メタ認知的知識
O人間のコミュニケーション特性についての知識
.個人のコミュニケーション特性についての知識
(例:I私には自分の気持ちを伝えるための語葉が足りないJ)
.個人間のコミュニケーション特性比較についての知識
(例:I AさんはBさんより討論の進行が上手だJ)
・一般的なコミュニケーション特性についての知識
(例:I伝えたつもりのことと伝わったこととは，異なる場合があるJ)
O課題についての知識
(例:Iプレゼンテーションは受け手の理解を得るためのものだJ)
O方略についての知識
(例:Iわかりやすい資料を作るためには，図解表現を用いるとよいJ)
.メタ認知的活動
0メタ認知的モニタリング
(例:Iこのレポートは論理的に文章を展開しているか」といった，コミュニケーションについて
の点検や予想，評価など)
0メタ認知的コントロール
(例:I説明が聞き手に理解されていないようなので，具体例を紹介しよう」といった，コミュニ
ケーションについての計画や修正，目標設定など)
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